
【背景】勧告法が設定されている酵素活性測定の検量は、

以前では国際単位の計算式を利用する実測 Kファクターか
ら算出されていたが、近年では JSCC勧告法で値付けされ
たキャリブレータで校正する方法が中心となっている。ま

た、CKおよび CK-MB活性測定は実測 Kファクターで校
正された時代に検査法が確立されている。その後、キャリ

ブレータを用いる方法へ変更されたが、CK-MBについては、
勧告法が設定されていないこともあり、CK-B活性を 2倍
する考え方が中心となっているように思われる。

【目的】CKおよび CK-MBの両検査は、活性測定部分の原
理等は同じだが、検量方法は異なっているものと考えられ

る。今回 CK活性測定の各サブユニットの相対反応性を明
らかにし、両酵素活性の整合性と校正法について考察した。

【方法】アイソザイム試料として、BB、MBおよびMM 
、およびこれらを等量混合した試料を使用し、CK-MBの酵
素キャリブレータも同様に試料とした。活性測定は CKお
よび CK-MB活性試薬を用いた自動分析法（CA-270plus）
で、両方法は統一した条件での Kファクターを使用。

CKアイソザイム検査はエパライザ 2Jrを使用した。
【結果】3種の試料の CKおよび CK-MB活性を測定したと
ころ、MMは、497および 502U/L、BBは、546および
0U/L、MBは、304および 130U/Lであった。次に、BB、
MM等量混合試料の CKアイソザイム分画値は両試料の
CK活性比にほぼ一致した。この結果より、MB試料の CK-
M活性は 174U/L(304－130)と算出され、CK活性測定にお
けるM/Bの反応性は 1.33倍(174/130)と計算された。MBキ
ャリブレータ試料も同様に行い 1.4倍(75/53)と計算された。
【考察】CKおよび CK-MB活性は、両活性値の整合性を保
つことが重要と考えられる。CKおよび CK-MB活性測定試
薬は BB活性をほぼ同等に測定、また活性測定とアイソザ
イム検査は CK-Bと CK-Mをほぼ同等に測定しているもの
と推測された。よって JSCC法の CK活性ではM型が B型
に比べ約 1.4倍の反応性を示すものと推定された。この結
果より「CK-MB活性は CK-B活性の 2倍する」という従来
の考え方を修正し、両者に整合性のある校正法を確立して

いく必要があるものと考えられた。連絡先 048-973-4802
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